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　2月3日は節分。市内の各保育所（園）、幼稚園では午

前10時前後に「豆まき」が始まりました。鬼を追いかけ

る子、福の神がまく落花生やチョコを拾い集める子、元

気な声がいっぱいでした。そんな市立北原保育所、私立

北越保育園に出かけてきました。
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市
民
と
経
済
団
体
と
行
政
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
へ
の
知
恵
を
出
し
合
う
「
十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
が
2

月
1
日
㈲
に
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
行
政
・
団
体
・
地
域
・
企
業
・

サ
ー
ク
ル
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
進
め
て
き
た
「
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
振
興
」
を
相
互
に
連
携
さ
せ
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
結
び
付
け
る
こ

と
が
行
動
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
頭
脳
集
団
）
の
使
命
で
す
。
長
期
化
す

る
地
域
経
済
の
混
迷
の
中
で
、
従
来
の
民
・
官
、
商
・
エ
・
農
等
の
分
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
雪
と
き
も
の
の
ま
ち
」
の
活
性
化
を
め
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ン
ク
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

5団体のトップである設立発起人と塾頭が看板を掲げいよいよスタート

目
的
と

　
十
日
町
市
の
人
・
も
の
・
技
術
な

ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
「
雪
と

き
も
の
の
ま
ち
」
の
顔
づ
く
り
を
進

め
、
交
流
人
口
の
増
加
と
産
業
・
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
そ
の
た
め
に
市
民
提
案
の
受
け

皿
と
な
り
、
で
き
る
こ
と
か
ら
成
果

を
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
役
割
は
従
来

の
組
織
ご
と
に
見
ら
れ
た
縦
割
り
型

の
体
質
を
打
ち
破
り
、
民
官
が
協
働

す
る
組
織
と
し
て
「
調
査
研
究
」
「
意

見
・
具
申
」
「
行
動
支
援
」
「
情
報
の

収
集
・
発
信
」
を
一
体
的
に
進
め
る

こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
す
。

　
「
行
動
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
設

立
に
至
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が

平
成
8
年
の
十
日
町
2
0
0
5
年
委

員
会
（
樋
口
貫
一
委
員
長
）
の
答
申

で
す
。
百
数
十
回
も
の
討
論
と
3
百

以
上
の
市
民
提
案
を
ま
と
め
る
中
で

「
立
案
さ
れ
た
ま
ま
、
財
政
的
理
由

や
意
志
疎
通
で
実
現
さ
れ
な
い
計
画

が
多
数
あ
る
」
と
い
う
問
題
の
解
決

策
と
し
て
提
起
さ
れ
た
の
で
す
。
そ

の
後
、
1
0
年
7
月
の
設
立
準
備
委
員

会
開
催
を
か
わ
き
り
に
具
体
的
な
検

討
が
進
め
ら
れ
、
よ
う
や
く
2
月
1

日
に
発
足
と
な
り
ま
し
た
（
設
立
ま

で
の
経
過
は
次
ぺ
ー
ジ
参
照
）
。

　
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
ス
タ
ッ
フ
は
塾

長
（
非
常
勤
役
員
）
、
塾
頭
（
常
勤
役

員
）
、
一
般
職
員
5
人
の
合
わ
せ
て
7

人
体
制
。
塾
長
に
は
当
面
1
年
間
を

め
ど
に
本
田
市
長
が
就
任
。
事
務
の

指
揮
を
と
る
塾
頭
に
は
、
前
回
の
市

報
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
全
国
公

募
に
よ
る
5
6
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

重
嚢
懸
謹
懲
議
繭
簸
饗
灘
灘
鞭
議
獲
鐡
響
磯

　
　
　
　
　
＋
日
曝
議
難
灘
嚢
難
議
鐵
難
饗
饗
灘
恭
曄
欣
二

郎

　
十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
設
立
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

に
十
日
町
2
0
0
5
年
委
員
会
か
ら
「
行
動
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
の
設
置
が

提
言
さ
れ
、
市
の
総
合
計
画
（
平
成
1
0
～
1
9
年
度
の
新
長
期
発
展
計
画
）
に
お

い
て
も
「
ま
ち
づ
く
り
を
調
整
・
統
合
す
る
組
織
の
設
立
」
を
盛
り
込
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
提
言
実
行
に
向
け
た
、
こ
の
た
び
の
十
日
町
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ク
タ
ン
ク
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
経
済
4
団
体
の
ト
ッ
プ
の
皆
さ
ん

と
連
名
で
設
立
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
新
た

な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
十
日
町
が
も
つ
人
や
も
の
、
技
術
を
活
用
し
て
「
雪
と
き

も
の
の
ま
ち
十
日
町
」
の
顔
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
市
民
・
経
済
界
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
垣
根
を
取
り

払
い
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
い
う
市
内
初
の
本
格
的

な
組
織
で
も
あ
り
ま
す
。
今
日
、
N
P
O
法
案
の
施
行
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

民
間
の
非
営
利
活
動
に
よ
る
社
会
貢
献
が
広
が
り
、
そ
の
重
要
性
と
影
響
力
が

再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
う
し
た
市
民
参
画

型
の
ま
ち
づ
く
り
が
主
役
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
、
市
民
、
団
体
、
企
業
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ
く
り

の
活
動
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
そ
の
核

と
し
て
の
役
割
を
担
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
一
層
、
様
々
な

団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
知
恵
や
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
行
動
す
る
シ
ン

ク
タ
ン
ク
と
し
て
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
ご
提
案
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



澤
田
眞
治
氏
（
マ
ル
ハ
㈱
O
B
、
北

大
卒
）
が
就
任
。
塾
頭
を
支
え
る
職

員
に
は
商
工
会
議
所
、
農
協
、
織
物

工
業
組
合
、
十
日
町
市
（
2
人
）
の

4
組
織
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
庭
野
亮
一
氏
、

西
野
正
男
氏
、
南
雲
章
一
氏
、
樋
口

利
一
氏
、
湯
川
幸
博
氏
の
5
人
が
出

向
す
る
か
た
ち
で
、
シ
ン
ク
タ
シ
ク

が
動
き
始
め
ま
し
た
。

実
践
手
海

　
企
画
・
運
営
・
推
進
等
が
効
率
的

に
図
ら
れ
る
よ
う
、
塾
頭
の
判
断
で

専
門
的
な
部
会
を
必
要
に
応
じ
設
置

し
ま
す
。
ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
提

案
や
要
望
も
広
く
お
聴
き
し
な
が
ら

将
来
は
法
人
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
は
目
的
の
達
成

に
向
け
て
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

ω
【
き
も
の
、
和
文
化
の

　
　
　
　
似
合
う
ま
ち
づ
く
り
】

　
●
産
業
振
興
と
ま
ち
づ
く
り
委
員

　
会
提
案
の
実
現
手
法
等
の
検
討

　
（
商
店
街
と
の
連
携
、
き
も
の
マ

　
ッ
プ
作
成
、
旧
織
物
会
館
・
空
き

　
店
舗
の
活
用
等
）
●
雪
を
活
用
し

　
た
ま
ち
づ
く
り

②
【
ク
ロ
ス
ー
0
周
辺
の
整
備
】

　
　
り
そ
ト
つ

　
●
里
創
プ
ラ
ン
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
、

　
「
匠
の
里
」
の
検
討
・
計
画
策
定

　
●
ク
ロ
ス
ー
0
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
検

　
討
③
【
各
種
団
体
の
再
編
と

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
】

　
●
大
好
き
十
日
町
会
、
観
光
協
会
、

　
商
工
観
光
行
政
と
の
関
係
見
直
し

　
●
文
化
団
体
等
と
の
連
携
調
整

㈲
【
資
源
・
特
産
品
の
活
用
と

　
　
　
　
開
発
促
進
】

　
●
農
産
物
や
土
産
品
の
開
発
と
販

　
売
促
進

⑤
【
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
と

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち

　
●
四
大
ま
つ
り
等
の
見
直
し
、
市

　
の
開
催
、
イ
ベ
ン
ト
誘
致
と
開
催
、

　
人
材
育
成
、
情
報
の
受
発
信

あ
頓
灘
織
灘
欝
灘
籔
鍵
雛
遷
籔
欝
懇
慧
叢
灘
か

　
　
　
　
　
十
日
騰
鍵
嬢
籍
護
懸
騰
鑛
灘
譲
鎌
鑛
灘
灘
淋
灘
㎜
　
灘
鷹
　
　
口
　
　
骨
貝
　
　
　
一

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
評
論
家
だ
け
で
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
一
人
ひ

と
り
が
こ
の
町
の
将
来
に
思
い
を
よ
せ
、
考
え
の
あ
る
者
は
知
恵
を
出
し
、
力

の
あ
る
者
は
汗
を
流
し
、
資
産
の
あ
る
者
は
財
産
を
提
供
す
る
。
ま
ち
づ
く
り

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
た
役
割
を
こ
な
し
、
力
を
あ
わ
せ
て
こ
そ
成
し
遂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。
私
は
か
つ
て
2
0
0
5
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
会
に
か
か
わ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
多

註
諜
鍵
灘

磯
叢

鑛
『

く
の
皆
さ
ん
と
百
数
十
回
も
の
議
論
を
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
一
村
一
品
運
動
な
ど
の
先
進

事
例
で
は
、
い
ず
れ
も
「
人
づ
く
り
」
が
成
功
の

鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
市
民
が
今
回
の
ま

ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
関
心
を
寄
せ
、
あ
な

た
自
身
の
か
か
わ
り
方
を
み
つ
け
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

「和文化」をめざし

「洋文化」の

　　相乗効果をねらう

　十日町まちづくり
　シンクタンク塾頭

　　　　澤　田　眞　治

　近年は消費低迷に加え、消費者の意識や生産様式にめざま

しい変化が起きている時代です。こうした時代に当市では数

年来におよぶ議論の積み重ねの中から、行動するシンクタン

クが提起され今回の設立に至ったとおうかがいしております。

　その計画のキーワードとして「雪ときもののまち二和文化」

が掲げられています。この町の歴史と伝統ある地域資源とし

て大変立派なものですが、「和文化」には古風で静かな感じが

あり、これだけでは若者を引きつけるには多少弱いように思

われます。すでに「当間高原リゾート、コモとの国際交流、

高速交通体系、ゴルフ・スキー場」などの整備が積極的に進

められてきていることからみて、時、場所、事業の内容によ

っては、キーワードに「和文化」のほかに「洋文化」を取り

入れ、両者が刺激しあい、相乗効果を上げる中で若者を含め

た広い年齢層にアピールし、交流人口を増やし、町の活性化

を図っていくことが必要であろうかと思います。

　そこでこのたびの仕事については、世にある一般のシンク

タンクやコンサルタント業は企画・立案のみで実行を伴わな

い場合が多く、これでは意味がないということで、我々は実

行をも含めた仕掛け役として「行動するシンクタンク」をめ

ざしていきます。これから多くの皆さんとスクラムを組んで
　うるお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まいしん

「潤いのある、活力ある町づくり」に湛進していきますので、

ご指導ご協力を切にお願い申し上げます。

　　　　　　　　設立ま饗の経過

平成8年8月拳臼町2005年委員会報告で「行動するシンクタン
　　　　　　ク」提奮
平成10隼3月新十日町市長期発展誹面1羅「まちづく鰻の調整・

　　　　　　統合組織」設立を盛鱗込む

　　　　7月経済懇話会（経済4団体と行政の会議）にて、ま
　　　　　　ちづくり推進へのアピール
　　　　　　第1回設立準備会開催。位置付けと検討の進め方

　　　　　　を協議
　　　　8月設立準備委員会（3回）。形態、機能、事業、運営、

　　　　　　資金等を協議
　　　　　　市長穣の匠中間報告」
　　　　9月経済懇話会開催（塾長選任、出肉職員、負担金徹頼）

　　　　　　設立準備委員会（2回）。規約・塾頭公募等を協議
　　　　10月市長へ最終報告と報告書の提出
　　　　11月経済懇話会にて「最終報告書顕承認

　　　　12月塾頭の公募、第1次審査
平成11年1月塾頭の第2次審査、選任の記者発表
　　　　2月　1日㈱開所式、辞令交付、設立祝賀会

〒948－0085十日町市西寺町（旧織物会館2階）

平成11年2月10日号3
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藝懸叢灘慶
　　『灘難難、

〈申請と交付〉

＊交付対象者の要件は、平成11年1月1日が基準日となります。

①15歳以下の児童の属する世帯の世帯主には

　（15歳以下とは昭和58年1月2日以降に生まれた人）

　＊メールシーラーにより「地域振興券引換申請券」を配達記録郵

　便で郵送いたします。

　＊3月10日ころ郵送いたしますが、地域によってはお手元に届く

　のが1週間程度かかる予定です。

　＊郵送された「地域振興券引換申請券」に必要事項を記入し、3月

　21日（日）に保険証・免許証を持参し地域振興券を受け取りに来て

　いただきます。3月22日以降も受け取りができます。

②老齢福祉年金の受給者等の対象者

◎65歳以上の人で平成10年度の市民税（所得割）非課税者で寝たき

り文は痴呆等の状態にあるため常時介護を必要とする人

　（65歳以上とは昭和9年1月1日以前に生まれた人）

④65歳以上の人で平成10年度の市民税（所得割・均等割とも）非課

税の人（配偶者・扶養義務者とも）

＊②から④の対象見込み者には2月23日ころ郵送により「地域振

興券交付申請書」を送付いたします。

＊3月5日働までに交付申請書に必要事項を記入し、郵送により

申請していただきます（市で審査いたします）。

＊3月12日ころに交付対象者に「地域振興券引換券」を郵送いた
します。

＊郵送された「地域振興券引換券」に必要事項を記入し、3月21

日（日）に年金証書等を持参し地域振興券を受け取りに来ていただ

きます。3月22日以降も受け取りができます。

〈交付会場〉

十日町地区は市役所、その他地域はそれぞれ地区公民館で交付い

たします。3月22日以降はすべて市役所で交付いたします。

特定事業者の登録申請は

ち
も
う
ち
う
も
う
も
う
ち
う
な
ら
ち
う
る
う
ち
ら
ち
ゆ
ち
ゆ
ち
ゆ
ぢ
ゆ
も
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キ
リ
を
ゆ
を
う
う
う
ち
ゆ
ち
ゆ
う
ゆ
ち
ゆ
ち
ゆ
ち
ゆ
ち
ゆ
う
ゆ
ち
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ち
う
な
ゆ
ち
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ゆ
ち
な
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ゆ
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ゆ

御
★
交
付
額
は
1
人
に
つ
き
2
万
円
で
す
（
1
、
0
0
0
円
券
×
2
0
枚
）
。
　
　
　
　
　
　
一

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

樽
　
1
5
歳
以
下
の
児
童
が
い
る
世
帯
の
人
に
つ
い
て
は
、
児
童
1
人
に
つ
き
2
万
円
分
”

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

榊
　
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

”
★
市
内
の
登
録
し
た
店
舗
等
（
特
定
事
業
者
）
で
使
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栂

…
★
額
面
は
ー
、
0
0
0
円
で
、
お
釣
り
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

一
★
使
用
期
間
は
、
3
月
2
1
日
㈲
か
ら
9
月
2
0
日
㈲
ま
で
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
｝

”
★
地
域
振
興
券
は
交
換
・
譲
渡
・
売
買
は
で
き
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

榊
★
使
用
で
き
る
の
は
、
交
付
対
象
者
本
人
ま
た
は
そ
の
代
理
人
・
使
者
に
限
り
ま
す
。
韓

ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

ド
考
◆
奪
◆
毒
◆
ち
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
う
◆
毒
◆
う
◆
与
◆
肇
◆
毒
◆
う
◆
奉
◆
奪
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
寺
◆
う
◆
ち
◆
奉
◆
幸
◆
奉
◆
参
◆
奄
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
㌧

　地域振興券の

　　問い合わせ
◆十日町市地域振興券交

付事業推進本部（市役

所保健センター1階費

57－3111）へ。

躍
額
圓
圖
歯

2月22日（月）までにお願いします。

i韻翁鰯獺i鍍i魑鐵蕪灘馨

灘欝
譜
難
鑑
藻

灘

地域撮興券　　職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．馨魏雛欝　1
　　　　　　　　　　匙』
見
　 『蓉’　　灘

　　地域振輿券使用上の注意
　　●本券は、交付された本人及びその代理人・使者に限り使用できます。

　　●本券は、交換、販売及び譲渡できません。
　　●本券の使用期限は、平成11年9月20日です。また、特定事業者の換金申出期限は、

◎：灘騒講灘旨論　＿
発　行　者 特　定　事　業　者

新潟県十日町市
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ごはんで乾杯！！すこやかライフ

灘
襲
難雛

　
私
た
ち
日
本
人
は
、
は
る
か
昔
よ
り
「
ご
は
ん
食
」
を
理
想
の
食
事
と

考
え
、
副
食
等
を
組
み
合
わ
せ
た
中
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
心

が
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
物
の
有
り
余
る
豊
か
さ
の
影
で
、

栄
養
価
の
片
寄
り
な
ど
が
発
生
し
、
生
活
習
慣
そ
の
も
の
の
見
直
し
が
せ

ま
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
一
の
銘
柄
米
産
地
に
暮
ら
し
な

が
ら
、
普
段
忘
れ
が
ち
な
ご
は
ん
の
役
割
を
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
当
地
域
で
も
、
今
後
の
食
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
中
魚
沼
農
業
改
良
会
議
生
活
部
会
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
農
協
、

市
町
村
で
構
成
）
が
米
消
費
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の

調
査
結
果
を
も
と
に
、
お
米
を
と
り
ま
く
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

ご
は
ん
の
消
費
量
を

　
　
　
　
　
　
み
て
み
よ
う

　
お
米
は
、
日
本
人
独
自
の
食
文
化

を
築
き
あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近

そ
の
消
費
量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
平
成
8
年
度
は
1
人
1
年
問
で

約
6
7
㎏
の
消
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
お
茶
碗
で
1
日
当
た
り
3
・

7
杯
分
に
あ
た
り
ま
す
。
平
成
2
年

の
消
費
量
7
0
㎏
か
ら
さ
ら
に
3
㎏
減

っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
十
日
町
市
・

中
魚
沼
郡
内
の
農
家
の
場
合
は
（
平

成
1
0
年
調
べ
）
年
問
1
人
あ
た
り
で

約
7
6
・
5
㎏
、
1
か
月
で
は
6
・
5
㎏

前
後
の
消
費
で
す
。

新
潟
県
の

　
食
生
活
に
注
意
信
号

～
あ
な
た
の
食
生
活
は
大
丈
夫
？
～

　
お
米
を
中
心
に
し
て
、
魚
や
野
菜

大
豆
な
ど
の
伝
統
的
な
食
材
に
、
肉
、
『

牛
乳
、
果
実
な
ど
が
加
わ
っ
た
日
本

型
食
生
活
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
よ

く
整
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

穀
物
を
食
べ
る
量
が
減
り
、
脂
質
の

量
が
増
加
し
て
き
て
い
る
た
め
、
バ

ラ
ン
ス
が
徐
々
に
崩
れ
て
き
て
い
ま

す
。
新
潟
県
の
食
事
は
脂
質
が
上
限

に
近
く
、
米
な
ど
を
主
体
と
し
た
炭

水
化
物
が
不
足
し
て
お
り
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
増

加
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
寿
と
健
康
な
体
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
と
適
度
な
運
動
が
重
要
で
す
。

質
7
瀞

〈新潟県のPFC熱量比〉
　栄養バランスの基本は、窮繋
パク質（P）、脂質（F）と炭氷総物

（C）のバランスです。この3蓼の

成分の熱量比をPFC熱量魔濫
いいます。　　　　　　　　　、

脂質
新潟県24，8

理想型20．0～25，0

讐雛遜
平成7年度　　　　炭水化物
県民栄養調査　　　　新潟県59．5
　　結果より　　　　理想型62．0～68．0

知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　
　
ご
は
ん
の
特
質

　
お
米
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
糖

質
と
か
ら
だ
を
つ
く
る
タ
ン
パ
ク
質

を
含
ん
で
い
る
栄
養
に
富
ん
だ
食
品

の
一
つ
で
す
。
ご
は
ん
は
同
じ
デ
ン

プ
ン
質
食
品
で
あ
る
パ
ン
や
コ
ー
ン

フ
レ
ー
ク
、
ポ
テ
ト
に
比
べ
肥
満
の

も
と
に
な
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
分
泌

を
お
だ
や
か
に
す
る
こ
と
や
、
粒
状

で
食
べ
る
た
め
に
消
化
吸
収
が
ゆ
っ

く
り
と
進
み
、
腹
持
ち
が
よ
く
、
ス

ポ
ー
ツ
の
ス
タ
ミ
ナ
維
持
に
も
よ
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ご
は
ん

を
中
心
と
し
た
食
生
活
は
健
康
な
体

を
維
持
す
る
う
え
で
も
大
切
で
す
。

食
生
活
を
見
直
し
て

　
　
　
　
　
　
み
ま
せ
ん
か

　
今
回
初
め
て
行
わ
れ
た
十
日
町

市
・
中
魚
沼
郡
内
の
農
家
の
米
消
費

量
調
査
の
結
果
（
年
間
－
人
当
た
り

76

・
5
㎏
）
は
、
農
村
地
域
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
は
じ
め
J
A
女
性
部

な
ど
2
0
4
戸
（
1
、
0
1
1
人
）
の

皆
さ
ん
の
3
か
月
に
お
よ
ぶ
協
力
に

よ
り
得
ら
れ
た
数
値
で
す
。
各
自
の

食
生
活
を
振
り
返
る
中
で
「
規
則
正

し
い
生
活
を
す
る
年
配
者
の
方
が
若

者
よ
り
も
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
る
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
あ
な

た
も
こ
の
機
会
に
自
分
の
食
生
活
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　　　　　　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　　　　　　蒙　　　　　　　　　　　　韓　　　　　　　　　　織　　　　　　　　職　　　　　　蘭　　　　嚥　　團譲

曝職種（人数）　理学療法糞まだは作業療法董（1名）

購受験資格　昭和43集4月2日以降に生まれ旋理学療法圭

　談捷は作業療法士の免許取篠者（11年取得見込者含む）

曝試験内容　◇第1次試験1作文試験）申込時に作文を提

　出。テーマ竃匠甫の理学・作業療法士として取の維み旋

麟こと」体裁駿指定の40礁欝詰め原稿用紙3枚以内。

◇第2次試験（面接試験）購込者全員庭実施します。

　日時藁3月9日㈱餐後3時触、会場謝拳瞬町市役所

纏採用日・初任給　11年4月1園（簿定）、資格取徳後すぐ

　匿採駕さ瓢た場奮二離騨，5◎0周

膿受験申込　3月3圖㈱ま：響匿奮磁人事課火事秘書係に①

串込書②作文③健康診断書1①一③は同係にあゆ象す）

④最終卒業掌校の成績証闘書1薬業見込審は最近までの

　もの〉⑤楽業見込灘は卒業見込証開書⑥理掌療法圭ま旋

　は作業療法童の免許証の写し¢取i得見込謬者を除く）を

提出o　l郵送の場糞甕臼消麟i霧効、受懲は譲園の謬）

臨闘合せ　金圃炎事課無事秘書係鰺57一雛猛）熊。

平成11年2月10日号5
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金年から．申告書は

皆さ擁に記入じていただきます

が始まりますの

2月16日⑱・～3月15日◎
　　土・日曜日は閉庁日です灘霧課撫翼灘無、，窯戴一勲灘．，蜘難1．雄、い査1

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
確
定
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
十

日
町
税
務
署
（
本
町
1
上
奮
5

2
1
3

1
8
1
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
①
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付

　
さ
れ
た
人

②
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
る

　
場
合
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場

　
合
な
ど
で
、
税
額
を
計
算
し
た
結

　
果
、
所
得
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
人

③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
以
外
の

　
所
得
の
合
計
額
が
2
0
万
円
を
超
え

　
た
人

④
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
税

　
金
が
戻
る
人
（
一
般
的
に
は
次
の

　
ω
～
ω
の
人
）

　
⇔
り
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

　
　
医
療
費
控
除
…
支
払
っ
た
医
療

　
費
が
所
得
の
5
％
か
1
0
万
円
の
ど

　
ち
ら
か
低
い
ほ
う
の
金
額
を
超
え

　
て
い
る
と
き
。

　
ω
住
宅
を
新
築
・
増
築
・
購
入
し

　
　
た
人

　
　
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
…
自
分

　
が
住
む
家
を
取
得
し
た
り
、
増
改

　
築
し
た
場
合
、
一
定
の
要
件
を
満

　
た
し
て
い
る
と
●
き
。

　
＠
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

　
　
雑
損
控
除
…
そ
の
損
失
額
が
、

　
所
得
の
1
0
％
を
超
え
て
い
る
と
き
。

ω
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調

　
整
を
受
け
な
か
っ
た
人

※
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
付

　
や
還
付
は
、
金
融
機
関
の
口
座
振

替
制
度
が
大
変
便
利
で
す
。

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
は
、
市
・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

①
市
役
所
か
ら
市
・
県
民
税
の
申
告

　
書
が
配
ら
れ
た
人

②
営
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん

　
で
い
る
人

③
地
代
・
家
賃
・
配
当
な
ど
の
所
得

　
が
あ
っ
た
人

④
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、
給
与
や

　
年
金
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
人

⑤
給
与
所
得
者
で
2
か
所
以
上
か
ら

　
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た
人

〈
注
1
〉
1
か
所
の
給
与
の
み
、
ま

　
た
は
ー
か
所
の
年
金
の
み
で
、
社

　
会
保
険
料
控
除
等
を
追
加
し
て
受

　
け
な
い
人
は
申
告
す
る
必
要
が
あ

　
り
ま
せ
ん
。

〈
注
2
〉
税
務
課
お
よ
び
各
地
区
公

　
民
館
に
申
告
書
が
あ
り
ま
す
の
で

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
役
所
の
国
固
国
国

①
自
力
記
載
、
自
力
申
告
に
変
わ
り

　
ま
す
。

　
職
員
は
相
談
に
応
じ
ま
す
が
、
申

告
書
は
す
べ
て
皆
さ
ん
自
身
が
計
算

し
、
記
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
計
算
用
具
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
持
参

願
い
ま
す
）
。
そ
の
た
め
、
申
告
会
場

は
こ
れ
ま
で
以
上
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
自
宅
で
書
い
て
み
て
、
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
け
を
相
談
さ
れ

〈表1〉申告相談日程表〈市役所会場〉〈表2〉出張相談日程表

下
　
条
水
沢
地
区

予
備
臼

畜六

田箇
鮒
治

蚤
備
臼
下
条
氷
沢

蚤
備
囲
璽
条

業
獺
町
地
匿

下条地区

公民館
水沢地区

公民館
会
場
3
月
1
5
日
（
月）

3
月
1
1
1
2日
日
（木）

㈹●

3
月
8
1
0日
日
（月）

㈱～

3
月
5
日
㈹

3
月
3
4日
日㈱
休）●

3
月
1
2日
日
（月）

（シリ●

2
月
2
6
日
㈹

2
月
2
2
2
5日
日
（月）

（木）～

2
月
1
6
1
9日
日
（幻

㈹～

期
臼

2月

24日㈱

2月

23日（火）
日
時

午前9時～午後3時 時間 午前9時～午後4時 時間

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

②
市
役
所
で
の
申
告
相
談
が
地
区
別

　
に
な
り
ま
す
。

　
混
雑
を
避
け
、
待
ち
時
問
を
短
く

す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
各
地
区
の

相
談
日
〈
表
1
〉
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は
予
備

日
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
出
張

相
談
〈
表
2
〉
は
下
条
・
水
沢
地
区

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

③
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

　
市
・
県
民
税
申
告
書
、
収
入
や
必

要
経
費
等
が
わ
か
る
書
類
、
社
会
保

険
料
の
支
払
い
が
わ
か
る
書
類
、
生

命
保
険
料
等
の
支
払
証
明
書
、
印

鑑
・
計
算
用
具
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
。

■
農
業
者
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て

　
い
る
人

　
農
業
者
年
金
保
険
料
も
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
支
払

い
金
額
に
つ
い
て
は
、
J
A
十
日
町

本
所
（
盈
5
7
－
1
5
7
1
）
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
・
国
民

健
康
保
険
料
）
は
所
得
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

納
付
額
の
問
い
合
わ
せ

・
国
民
年
金
保
険
料
…
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
（
暦
5
7
1
3
1
1
1

内
線
1
5
1
・
1
5
2
）

・
国
民
健
康
保
険
料
…
税
務
課
管
理

収
納
係
（
内
線
1
1
3
・
1
1
4
・

1
1
5
）

葱
醜・

距
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を
見
つ
め
て
い
く

　
　
信
濃
川
中
流
域
水
環
境

　
　
　
　
　
改
善
検
討
協
議
会

　
長
年
、
発
電
用
取
水
に
よ
り
深
刻

な
枯
渇
状
況
が
続
い
て
い
る
信
濃
川

中
流
域
の
水
環
境
問
題
を
検
討
す
る

「
信
濃
川
中
流
域
水
環
境
改
善
検
討

協
議
会
」
の
設
立
協
議
会
が
、
建
設

省
信
濃
川
工
事
事
務
所
の
主
催
で
1

月
1
3
日
㈱
に
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
の
目
的
は
、
信
濃
川

中
流
域
の
水
環
境
及
び
水
利
用
の
現

状
を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
と
と
も

に
、
水
環
境
と
水
利
用
の
調
和
の
方

策
を
検
討
す
る
こ
と
で
す
。

　
協
議
会
委
員
に
は
、
新
潟
大
学
の

西
沢
教
授
を
委
員
長
に
、
学
識
経
験

者
や
郡
市
四
市
町
村
長
を
は
じ
め
、

長
野
県
の
飯
山
市
・
野
沢
温
泉
村
・

設
立

栄
村
の
各
首
長
、
新
潟
県
・
長
野
県

の
担
当
課
長
や
建
設
省
北
陸
地
方
建

設
局
の
関
係
者
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
昨
年
1
2
月
4
日

に
柳
助
役
を
筆
頭
に
、
建
設
省
・
東

京
電
力
本
社
・
J
R
東
日
本
本
社
を

訪
れ
て
署
名
簿
と
要
望
・
要
求
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
の
発
足
は
、
こ
の
要
望
の

一
つ
に
答
え
た
も
の
で
す
が
、
今
回

の
協
議
会
で
も
、
多
く
の
関
係
市
町

村
長
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
肝
心
の

水
利
用
者
で
あ
る
東
京
電
力
・
J
R

東
日
本
の
参
加
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま

の
発
足
と
な
り
ま
し
た
。
第
1
回
協

議
会
で
は
、
現
状
の
報
告
と
今
後
の

活
動
の
方
向
が
検
討
さ
れ
、
①
減
水

区
間
へ
の
影
響
や
問
題
点
に
つ
い
て

流
域
市
民
団
体
や
関
係
機
関
か
ら
の

聞
き
取
り
調
査
の
実
施
②
住
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
③
四
季
ご

と
の
環
境
調
査
の
実
施
が
、
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
信
濃
川
流
量
確
保
運
動
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
情
熱
が
問
題
解

決
の
重
要
な
鍵
に
な
り
ま
す
。
今
回

の
市
報
に
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
（
信

濃
川
減
水
区
間
に
関
す
る
意
見
等
の

収
集
調
査
）
を
同
封
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
信
濃
川
へ
の
熱
い
思
い
や
希

望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
蜘
難
峯
、
　
　
盆

　
　
　
欄
繍
灘
『
響
．

　
　
　
‘
躍
　
㎜

△
麟
、
藤
霧
欝
響
馨
図
難
酬

　
　
注
毒
鑑
麺
黎
灘
履
急
に
寒
い
ト
イ
レ
に
行
つ
た
り

　
　
要
．
羅
舞
欝
簸
な
灘
舞
化
に
よ
嚇
意
識
を
失
い
倒
れ
た

　
　
輸
醗
、
撃
露
懸
離
難
手
．
周
囲
の
温
度
に
体
を
慣
ら
し

　
　
、
暴
響
鷺
■
、
　
　
　
　
　
　
　
爬
　
　
　
　
　
　
　
　
柵

尋
蒔
魏
難
磁
．
．
憶
し
ま
し
ょ
九
秘
、
、

よ
雪
、
．
駈
愚
藷
魏
ツ
プ
事
故
防
止
の
募
ス
ピ
ー
ド
は

に
除
．
控
え
第
、
舞
車
間
距
離
を
保
ち
憂
全
運
転
を
心
が
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
！
故
鮮
琢
ら
薩
態
羅
職
し
ま
し
ょ
死
ま
た
、
風
呂
に
入
る
襲

寒

》
》
望

ま
し
よ
、
ヤ
葱

【
除
雪
事
故
】
螺

▼
除
雪
機
｛
蟹
が
詰
ま
っ
た
ら
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止

さ
せ
て
か
蕩
専
用
の
轟
懸
粒
で
雪
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

▼
雪
下
逐
畿
を
す
る
騎
は
叶
分
に
足
場
を
確
認
し
、
転
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
び
ド

し
な
い
よ
、
織
注
意
し
ま
鰭
蟻
う
。
　
鯛

平成10年12月28日～11年1月15日現在

　種別

市町村

急　病
屋根除
雪中の
転落等

道路上

で　の
転倒等

小型除
雪機の
事　故

自宅周

囲の除
雪事故

交　通
事　故

屋根雪
の落下

十臼町市 25 3 2 0 2 8 0
他の町村 47 4 0 1 2 4 2
誹 72 7 2 1 4 12 2
※他の町村は川西町、津南町、中里村、松代町、松之山町です。

漁、

熱拶　
　
　
r
鰻

．
蝿

第3回スノーチュービング
　　　　　　　　　日本選手権大会

　　　　　　　参加者募集中ノ1

　　　　　　　豪華賞品もたくさんあるよ

■期日　3目7日（日）午前9時30分～午後1時30分

■会場　当間高原リゾート「ベルナティオ」

■種目　〉タイムトライアル部門

　　　　　　　　　（男子・女子・小学生の部）

　　　　レパフオーマンス部門

■主催　第3回スノーチュービング

　　　　　　　　　日本選手権大会実行委員会

　　　　（あてまフオーラム、のぞみの郷新墾会、

　　　　㈱当間高原リゾート）

■申込・問合先　あてまフォーラム事務局

　　　　十日町市役所リゾート推進室内

　　　　智57－3111内線204・205

　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　http：／／www．tiara．orjp／atema＿f／

平成11年2月10日号7
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奪
繍
鱗

市文化財指定の新水ドウラクジンを見学

郷土を再認識

そして今に生かす

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係智57－3川内線213へ。

とは決してありません。懇話会は必ずと言っていいほど脱

線し、あちらこちらに話が飛んでしまいます。年輩の人た

ちは昔を懐かしく語り、若い人たちはその語りの中から新

しい発見をするひとときです。

　暮らしぶりを振り返り、また様々な民俗伝承に触れると、

なぜか郷土に対する認識をあらたにする、そんなひととき

でもあります。そうしたひとときを、「世間ばなし」という

会報紙（第1号、昭和63年7月）にまとめて発行し、昨年

6月には第30号をまとめました。自分たちの趣味が一つの

郷土の大切な生き様を記録した、そんな快感もあります。

　近年、忘れ去られてきた郷土の足跡が、今あらためて認

識され始めてきています。そうしたひとときを私たちのグ

ループは味わっています。関心のある皆さんは、ぜひご一

報ください。お待ちしています。問い合わせは高橋由美子

（費57－8008）へ。

　民俗研究グループは、博物館友の会に所属するグループ

です。会員は20代後半から80代までの16人です。十日町市

周辺の人々の暮らしぶりや、身近な民俗伝承を取り上げて、

会員一人ひとりの視点や興味で見つめ、懇話会で語り合っ

ています。この懇話会は月1回のぺ一スで開いています。

　　　　　　　　薫諺雛　会場は博物館が中心ですが、

醗懸　，’．くフィールドワークもありま

　　　　　　　　　　　　す。こうした活動成果は、毎

　　騒騒羅　　　　　’．　　こんなふうに紹介すると・

　　　　　　　　　、鷹．何かとても難しいグループで

編み方を体験　　　　　　　　ようか。．ところが、そんなこ

●
懸
馨
艦
≦
墨
璽
鷺
藩
雛
墾
愚
鯵
塾
藁
璽
謙
灘
鑛
籔
灘
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

鱒騨繋懸麟鱒◎鱒

　材料
もやし…2袋

ニンジン…小％本

キュウリ…1本
乾燥ワカメ（カット）…1つま
酢だこ…少々

調味料傷発．犠ご誌

　　　　　　一聴謹謹一

⑫の
　
も
や
し
の
酢
の
物

樋　　
材
料
費
が
安
く
て
、
か
つ
手
早

　
く
出
来
る
一
品
と
し
て
よ
く
作
る

㊥馨
ん
で
す
よ
。
私
も
歳
で
す
の
で
、

鱒　健康
の
た
め
に
酢
の
物
の
お
か
ず

　
を
で
き
る
だ
け
食
べ
る
よ
う
に
し

　
て
い
ま
す
。
も
や
し
の
パ
リ
ッ
と

縷

襯
　
し
た
歯
ご
た
え
が
食
欲
を
そ
そ
り

　
ま
す
ね
。

　
〈
作
り
方
〉

O旛　①
も
や
し
、
ニ
ン
ジ
ン
は
、
歯
ご

　
　
た
え
を
残
す
程
度
に
熱
湯
で
さ

　　㊤　o繋籔懸

っ
と
ゆ
で
る
。
も
や
し
は
芽
を

取
り
￥
ニ
ン
ジ
ン
は
細
切
り
に

泓
翻
翻
翻
．
灘
趨

篭
灘
籍
欝
齢

￥
り
“
，

す
る
。

②
キ
ュ
ウ
リ
は
細
切
り
に
す
る
。

乾
燥
ワ
カ
メ
は
水
も
ど
し
を
す

る
。

麟撫

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

③
ボ
ー
ル
に
①
、
②
の
具
を
入
れ
磯

て
、
調
味
料
を
加
え
￥
味
が
わ
撫

た
る
よ
う
に
混
ぜ
ム
ロ
わ
せ
る
。

皿
に
盛
っ
て
出
釆
上
が
り
。

※
今
回
は
、
正
月
の
残
り
物
の
酢

だ
こ
を
細
切
り
に
し
て
少
し
入
㊤
・

れ
ま
し
た
。
よ
り
歯
ご
た
え
が
O

縫
諺
力
も
い
い
繭

　中島ノブイさん
（川治上町2暦57－0941）

このコーナーでは、登場していただく人を

募集しています。問い合わせは企画人事

課広報広聴係智57－31H内線213へ。

舶齢o響翻購

●
題
轡
盈
唇
芝
O
懇
藤
覇
懸
之
乏
◎
懸
◎
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じようずに

描けたね〃
⑰むつみ幼稚園

奪
覇
縫

鞭
・
』

響
錘．．

雛纏

審

　　けん　と
山田健人くん
　　（5歳）

　セミ、クワがタ、カブト虫だよ。大

好きなのはカブト虫。だから一番大き

くかいたんだ。早く雪が消えて、また

カブト虫を取りに行きたいんだ。

　
私
、
縄
と
び
が
1
0
回
く
ら
い
で
き
る
の
。

春
の
お
花
が
咲
く
こ
ろ
ま
で
に
は
朽
回
は
で

き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
。
早
く
外

で
思
い
っ
き
り
縄
と
び
し
た
い
な
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
息
子
の
草
太
は
3
人
兄
妹
の
お
兄
ち
ゃ
ん
。
学
校
に
行
く
時
は
、
妹
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
い
荷
物
を
持
っ
て
あ
げ
る
な
ど
、
色
々
と
ま
わ
り
の
面
倒
を
み
て
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
こ
の
子
も
ち
ょ
う
ど
1
0
歳
を
迎
え
、
成
人
へ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●．

本気の本音
⑧迎へ●璽か幽へ

多
感
な
時
代
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
も
、
優
し

く
素
直
な
心
を
そ
の
ま
ま
に
、
元
気
に

育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

懸　　
　
　
お
母
さ
ん
は
和
裁
の
仕
事
を

　
　
　
し
て
い
る
ん
だ
。
夏
に
は
僕
と

妹
た
ち
の
浴
衣
も
作
っ
て
く
れ
た
ん
だ
よ
。

お
母
さ
ん
は
料
理
も
得
意
で
、

と
っ
て
も
お
い
し
い
よ
。
ま
た
今
度
、

　
去
年
僕
が
骨
折
を
し
て
、

に
付
き
添
っ
て
い
て
く
れ
た
ん
だ
。
そ
の
時
は
、

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
お
母
さ
ん
、

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　
肉
じ
ゃ
が
や
ハ
ン
バ
ー
グ
が

　
　
　
　
大
好
き
な
ご
ち
そ
う
を
作
っ
て
ね
。

1
日
入
院
し
た
時
に
は
、
お
母
さ
ん
が
ず
っ
と
そ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ご
く
心
細
か
っ
た
か
ら
、
と

　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
く
お
願
い
し
ま
す
。

明
る
い
笑
顔
で
3
人
の
子
供
た
ち
を
包
ん
で
く
れ
る
お
母
さ
ん
高
橋
幸
子
さ
ん
と
元
気
い
っ
ぱ

い
の
草
太
く
ん
（
城
之
古
1
）
。

　　　　　このコーナーでは、登場していただく人を募集しています

　　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係費57－3H　l内線21
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私
の
生
家
は
新
座
の
睦
織
物
の
そ

ば
に
あ
り
、
今
も
実
家
を
継
い
だ
妹

の
家
族
が
住
ん
で
い
ま
す
。

　
子
供
の
こ
ろ
は
新
座
尋
常
小
学
校

に
通
い
、
1
8
人
の
同
級
生
ら
と
複
式

学
級
で
学
び
ま
し
た
。
当
時
の
子
供

た
ち
は
、
き
も
の
姿
に
冬
は
ス
ッ
ポ

ン
（
わ
ら
ぐ
つ
）
と
い
う
い
で
た
ち

で
す
。
そ
ん
な
時
代
、
私
の
父
は
流

行
の
先
端
を
行
く
人
で
、
新
潟
の
百

貨
店
か
ら
取
り
寄
せ
た
短
靴
や
セ
ー

ラ
ー
服
を
私
た
ち
に
買
い
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
遠
足
で
同
級
生
が
普
段

よ
り
き
れ
い
な
き
も
の
を
着
て
く
る

中
、
私
だ
け
が
真
新
し
い
セ
ー
ラ
ー

服
を
着
せ
て
も
ら
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
そ
の
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

気
恥
ず
か
し
か
っ
た
こ
と
。

　
卒
業
後
は
高
等
尋
常
小
学
校
を
経

て
、
新
座
の
産
業
組
合
（
現
農
協
）

に
就
職
し
ま
し
た
。
私
が
結
婚
し
た

の
は
敗
戦
の
色
濃
く
な
っ
た
昭
和
2
0

庭野　米さん
（江道）78歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係盈57－3H　l内線213へ。

年
4
月
で
す
。
2
0
年
は
忘
れ
も
し
な

い
記
録
的
な
豪
雪
に
み
ま
わ
れ
た
年

で
も
あ
り
ま
す
。
雪
国
の
女
は
一
家

の
大
黒
柱
を
戦
地
に
と
ら
れ
な
が
ら

食
糧
難
や
雪
と
闘
い
、
育
児
や
農
作

業
に
汗
を
流
し
な
が
ら
生
き
る
た
め

の
戦
い
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
今
再

び
あ
の
状
況
に
戻
っ
た
な
ら
私
は
生

き
の
び
れ
る
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
れ
も
が
同
じ
苦
境
に
あ
る
と
い
う

励
ま
し
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
生
き

抜
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
戦
時
中
、
夫
は
広
島
市
内
に
連
隊

本
部
を
も
つ
暁
2
9
5
3
部
隊
で
船

舶
工
兵
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
時
は

流
れ
、
数
年
前
に
私
が
旅
で
広
島
を

訪
れ
た
際
、
博
物
館
に
展
示
し
て
あ

っ
た
写
真
に
目
が
止
ま
り
ま
し
た
。

夫
の
部
隊
が
被
爆
後
の
救
助
活
動
に

あ
た
っ
て
い
る
写
真
で
す
。
そ
の
中

　
　
　
　
ご
う
ち
ん

に
3
回
の
轟
沈
を
く
ぐ
り
抜
け
、
被

爆
地
で
救
助
を
続
け
た
当
時
の
夫
を

探
し
ま
し
た
。
一
枚
の
写
真
に
夫
婦

で
歩
ん
だ
半
世
紀
も
の
時
の
流
れ
を

し
み
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。
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，
灘
擁スポツト

地元の人との温かい交流
雪遊び、アトラクション

　
雪
国
の
温
か
さ
を
伝
え
、
思
い
出
を
つ
く
る
「
え
ち

ご
妻
有
郷
・
秘
湯
塾
」
が
1
月
3
0
日
㈹
・
3
1
日
㈲
に
十

日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
、
松
代
町
、
松

之
山
町
、
高
柳
町
の
近
隣
7
市
町
村
を
会
場
に
開
か
れ
、

県
内
外
か
ら
1
0
2
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
の
「
思
い
っ
き
り
雪
遊
び
コ
ー
ス
」
に
は

31

人
が
参
加
。
六
箇
温
泉
郷
を
宿
に
し
て
、
雪
灯
ろ
う

や
雪
だ
る
ま
づ
く
り
、
手
打
ち
そ
ば
や
竹
細
工
体
験
、

も
ち
つ
き
な
ど
、
計
画
さ
れ
た
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

地
元
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
で
4
回
目
を
迎
え
た
秘
湯
塾
。
年
々
、
地
元
の
も

て
な
し
の
心
が
広
が
り
、
冬
の
風
物
詩
の
一
こ
ま
に
育

っ
て
き
て
い
ま
す
。

幕
信
－
月
1
9
日
閃
2
。
。
2
年
に
日
本
と
韓
国
で
開
か

畿
難
難
膨
燕
禦
撫
縣

閥
郎
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
、
2
9
日
働
に
県
庁
で
募
集
要
項
の
説

一
太
明
会
を
開
催
し
、
県
内
の
1
4
市
町
村
が
出
席
し
ま
し
た
．

第
桃
説
明
会
憾
了
像
市
で
は
い
ち
早
く
立
候
補
の
意
向
を

の
は
表
明
し
申
請
書
類
等
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
．

R
ぎ
　
　
2
月
－
日
側
に
は
、
p
R
用
懸
垂
幕
を
保
健
セ
ン
タ

P
つ
ー
に
掲
げ
る
と
と
も
に
・
雪
ま
つ
り
に
は
桃
太
郎
旗
を

　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
な
ど
に
立
て
、
訪
れ
る
観
光
客

　
　
　
　
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
広
く
世
界
に
、
十
日
町
市
の
心
意

　
　
　
　
気
を
情
報
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

癖

拷
、

履宏ひ¢5、
十日町高校、津南高校の英語指導助手
力ナダモントリオール出身

　十日町市民の皆さんに「新年明けましておめでとうござ

います」と言える機会が持ててうれしく思います。私は最

近オーストラリアヘの旅行から帰ってきたばかりです。そ

こで家族と会い、クリスマスを過ごしました。すばらしい

時問が持てました。オーストラリアはとても美しい国で、

人々はのんびり穏やかで親しみやすいのです。

　冬のイベントを見るのも心踊るものがあります。数週問

前「ほんやらどう」に入ってみました。その地域の皆さん

に感謝申し上げます。本当に楽しかったです。2月の「雪

まつり」を楽しみにしています。そしてその時皆さんにお

会いできればと思います。

「　　　㌧　　　　　　ジェニファー・ロジャース

　　　　I　am　happy　to　have　a　chance　to　wish　aII　the　resi－

dents　of　Tokamachi　a　Hppy　New　Year」have　recently

retumed　from　a　trip　to　Austraria，where　I　met　my　family

for　the　Christmas　holidays．l　had　a　wonderful　time．Aus－

traria　is　a　very　beautiful　country　and　the　people　are

re量axed　and　friendly．

　　　　It　is　exciting　to　see　the　winter　festMties　get　under－

way．A　couple　of　weeks　ago，I　visited　the　Honyarado．l

would　”ke　to　thank　a”　people　there，l　rea”y　enjoyed

myself、l　am　looking　forward　to　the　snow　festival　this

month，and　l　hope　to　see　you　a”there．

70



叢
鰯
繋
　
瀞

難
雪が降っても寒くないよ

元気で明るく楽しい交流

　
「
市
の
ま
ち
サ
ミ
ッ
ト
」
で
お
付
き
合
い
の
あ
る
千

葉
県
八
日
市
場
市
か
ら
、
2
月
2
日
㈹
～
4
日
㈲
に
豊

栄
小
学
校
（
5
年
生
52
人
）
、
3
日
㈱
～
5
日
樹
に
中
央

小
学
校
（
6
年
生
62
人
）
の
子
供
た
ち
が
学
校
問
交
流
事

業
で
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
東
小
学
校
の
5
年
生
、
十
日
町

小
学
校
の
6
年
生
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
昨
年
に
続
き
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
対
面
式
や
名
刺
交
換
、
雪
像
づ
く
り
、
ほ
ん
や
ら
ど

う
づ
く
り
、
雪
上
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
り
滑
り
な

ど
初
め
て
の
体
験
に
、
九
十
九
里
浜
の
温
暖
な
地
で
育

っ
た
子
供
た
ち
か
ら
は
歓
声
が
。
雪
の
中
を
一
緒
に
遊

び
回
る
う
ち
に
心
も
打
ち
解
け
、
子
供
同
士
の
貴
重
な

出
会
い
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
す
蕪
木
保
男
さ
ん
（
本
町
東
－
）
・
関
旦
夫
さ
ん
（
本

　
　
ま
　
　
　
　
ヨ
、

　
　
き
町
－
上
）
カ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ア
ン
シ
ャ
ズ
ヴ
ィ
ー

を
て
ク
市
（
人
口
6
万
5
千
人
）
の
招
待
を
受
け
、
同
市
の

躍
霧
難
舜
蓬
輝
歎
塾

祥
像
ん
（
小
出
町
出
身
）
の
仲
立
ち
で
実
現
す
る
も
の
で
究

発
雪
蕪
木
さ
ん
と
関
口
さ
ん
は
、
本
町
－
丁
目
4
区
の
雪

り
る
像
づ
く
り
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
昨
年
は
T
V
チ
ャ
ン

憲
ピ
オ
ン
の
「
雪
像
づ
－
－
日
杢
決
定
戦
」
で
見
事
に

雪
P
日
杢
に
輝
い
た
実
力
の
持
ち
主
で
す
．
「
あ
ち
ら
の
人

　
　
　
　
が
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
像
を
作
り
、
5
0
周
年
の
十
日

　
　
　
　
町
雪
ま
つ
り
を
P
R
し
て
き
ま
す
」
と
張
り
切
っ
て
い

　
　
　
　
ま
す
。
2
月
1
2
日
樹
出
発
、
1
8
日
㈱
に
帰
国
し
ま
す
。

問
健
健
暦

●

心
臓
病
を
ふ
せ
ぐ

　
十
日
町
市
で
は
、
「
心
臓
の
病
気
」

が
「
が
ん
」
「
脳
卒
中
」
に
次
い
で
死

亡
者
数
の
多
い
病
気
で
す
。

　
ひ
と
口
に
心
臓
病
と
言
っ
て
も
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。
近
年
は
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞

に
よ
る
死
亡
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

心
臓
病
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い

ま
す
（
平
成
8
年
度
）
。

◎
狭
心
症
と
は

　
何
か
の
原
因
で
、
心
臓
に
送
ら
れ

る
血
液
量
が
い
ち
じ
る
し
く
減
り
、

一
時
的
に
心
臓
の
筋
肉
が
酸
素
不
足

の
状
態
に
な
り
ま
す
。
突
発
的
に
胸

を
押
さ
え
つ
け
ら
れ
る
感
じ
や
痛
み

が
左
肩
、
左
手
へ
ひ
ろ
が
る
よ
う
に

起
こ
り
ま
す
。
普
通
な
ら
5
分
か
ら

10

分
で
お
さ
ま
り
ま
す
。

◎
心
筋
梗
塞
と
は

　
心
臓
の
一
部
の
筋
肉
に
血
液
が
全

く
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ

の
部
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
状
態
で

す
。
狭
心
症
よ
り
は
る
か
に
強
く
長

い
胸
痛
が
突
然
お
そ
い
、
呼
吸
困
難
、

顔
面
蒼
白
、
冷
や
汗
、
気
を
失
う
な

ど
の
症
状
を
示
し
ま
す
。

◎
主
な
原
因

▼
高
血
圧
…
長
い
期
間
、
高
血
圧
が

　
続
く
と
血
液
を
送
り
出
す
心
臓
へ

　
の
負
担
が
増
し
、
心
臓
の
筋
肉
の

　
酸
素
が
不
足
し
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
高
脂
血
症
…
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

　
ル
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
、
ま
た
、

　
期
間
が
長
い
ほ
ど
血
管
の
動
脈
硬

　
化
が
お
こ
り
、
ひ
い
て
は
狭
心
症

　
や
心
筋
梗
塞
を
ひ
き
お
こ
す
危
険

　
も
高
く
な
り
ま
す
。

▼
糖
尿
病
…
全
身
の
血
管
を
痛
め
ま

　
す
。
小
血
管
の
出
血
や
心
臓
を
取

　
り
巻
く
冠
状
動
脈
を
硬
化
さ
せ
ま

　
す
。

▼
そ
の
他
…
肥
満
や
タ
バ
コ
の
吸
い

　
過
ぎ
も
動
脈
硬
化
症
を
早
め
、
心

　
臓
に
悪
影
響
を
及
ぽ
し
ま
す
。

◎
予
防
の
た
め
の
日
常
生
活

①
食
事
の
内
容
に
注
意
し
よ
う

　
・
動
物
性
脂
肪
分
は
ひ
か
え
め
に

　
・
食
塩
、
糖
分
は
取
り
過
ぎ
な
い

　
　
よ
う
に

②
タ
バ
コ
は
少
な
め
に

③
急
激
な
温
度
差
に
注
意

④
ス
ト
レ
ス
を
な
く
そ
う

　
・
十
分
な
睡
眠
と
規
則
正
し
い
生

　
　
活
で
過
労
や
ス
ト
レ
ス
を
防
ぐ

⑤
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
・
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
に

　
　
関
心
を
も
ち
、
年
に
一
度
は
健

　
　
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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脅

醒擁

高
橋
喜
平
写
真
展

　
　
　
　
　
雪
花
譜

　
雪
ま
つ
り
開
催
期
間
中
、
高
橋
喜
平
氏

の
雪
と
氷
の
造
形
の
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
。
霧
会
期
H
2
月
！
9
日
働
～
21
日
㈲
午

前
9
時
～
午
後
5
時
務
会
場
口
十
日
町
市

博
物
館
笏
入
館
料
”
2
百
円
（
団
体
1
5

0
円
、
中
学
生
以
下
無
料
）

灘騰撃
羅i灘灘

雪冠

雪
国
か
ら
の

　
　
贈
り
物
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
雪
国
の
産
業
と

地
域
振
興
に
つ
い
て
、
講
演
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
霧
日
時
1
1
2
月

19
日
働
午
後
2
時
～
5
時
3
0
分
笏
場
所
H

ク
ロ
ス
ー
0
霧
講
師
H
渡
辺
文
雄
氏
（
俳
優
）

他
霧
参
加
費
H
無
料
雛
間
合
せ
H
建
設
課

克
雪
利
雪
対
策
室
へ
。

え
ぷ
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
初
参
加
大
歓
迎
！
「
春
の
気
軽
な
お
も

て
な
し
料
理
」
菜
の
花
ず
し
、
い
ち
ご
の

淡
雪
か
ん
他
を
作
り
ま
す
。
纏
日
時
H
2

月
2
5
日
㈲
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時
笏

場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
霧
参

加
費
U
5
百
円
笏
定
員
H
1
8
人
（
申
込
多

数
の
場
合
抽
選
）
笏
申
込
み
H
東
北
電
力

㈱
十
日
町
営
業
所
（
盈
52
1
3
1
0
7
）

へ
。
※
エ
プ
ロ
ン
持
参

第
3
回
に
い
が
た

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
学
会

　
い
っ
し
ょ
に
「
中
山
間
地
域
の
活
性
化

対
策
」
を
考
え
ま
せ
ん
か
。
笏
日
時
H
2

月
2
0
日
㈹
午
後
0
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分
纏

場
所
u
公
民
館
本
館
笏
内
容
H
分
科
会
①

「
雪
を
活
か
し
た
地
域
の
活
性
化
」
②
「
中

山
間
地
域
の
構
造
問
題
」
霧
参
加
費
H
千

5
百
円
（
非
会
員
）
雛
問
合
・
申
込
み
H

ま
ち
づ
く
り
学
会
事
務
局
田
中
（
盈
0
2

5
i
2
8
4
1
3
4
3
4
）
へ
。

◆
高
速
料
金
の
割
引
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

　
3
月
31
日
㈱
ま
で
利
用
可
能
な
高
速
道

路
の
割
引
チ
ケ
ッ
ト
を
発
売
中
笏
適
応
区

間
”
関
越
道
（
塩
沢
石
打
～
練
馬
）
お
よ

び
圏
央
道
（
塩
沢
石
打
～
青
梅
）
笏
適
用

車
種
H
軽
自
動
車
等
、
普
通
車
、
中
型
車

勿
価
格
例
H
練
馬
～
塩
沢
石
打
l
C
往
復

の
普
通
車
正
規
料
金
9
、
5
0
0
円
を
8
、

1
0
0
円
に
1
4
％
割
引
笏
販
売
所
H
舞
子

高
原
後
楽
園
観
光
協
会
事
務
所
（
塩
沢
石

打
：
C
入
口
・
普
通
車
の
み
取
扱
）
・
適
応

区
間
内
の
各
料
金
所
他
勿
間
合
せ
H
塩
沢

町
観
光
協
会
（
盈
0
2
5
7
1
8

2
1
0
0

0
7
）
へ
。

◆
悩
ま
ず
に
女
性
被
害
「
二
〇
番
」

　
警
察
で
は
性
犯
罪
等
の
女
性
被
害
者
や

性
的
い
や
が
ら
せ
で
お
困
り
の
方
の
相
談

を
専
門
の
女
性
警
察
官
が
お
受
け
し
て
い

ま
す
。
笏
電
話
番
号
け
0
2
5
1
2
8
1

1
7
8
9
0
（
平
日
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時
1
5
分
）

◆
平
成
1
0
年
度
調
理
師
再
教
育
講
習
会

　
笏
日
時
揺
2
月
2
3
日
㈹
午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
2
時
30
分
笏
場
所
H
公
民
館
本
館

笏
対
象
H
調
理
師
免
許
を
持
つ
人
笏
問

合
・
申
込
み
目
2
月
1
9
日
㈹
ま
で
に
十
日

町
保
健
所
（
費
57
1
2
4
0
0
）
へ
。

纏ス　　
　
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
1
1
年
度
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
の
利

用
申
込
受
付
開
始
　
市
内
小
中
学
校
（
指

定
校
）
の
体
育
館
や
武
道
館
等
を
、
主
に

夜
の
時
間
帯
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め

に
開
放
し
ま
す
。
勿
申
込
資
格
H
1
0
人
以

上
の
活
動
団
体
と
し
て
登
録
が
必
要
。
笏

申
込
み
H
3
月
6
日
ω
ま
で
に
総
合
体
育

館
（
盈
52
1
4
3
7
7
）
へ
。
※
総
合
体

育
館
に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

◆
体
育
館
は
第
4
火
曜
日
も
開
放
中

　
今
年
か
ら
市
民
体
育
館
と
総
合
体
育
館

は
、
第
4
火
曜
日
も
休
ま
ず
開
放
し
て
い

ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用
や
ス
ポ

ー
ツ
活
動
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
庭
野
ス
ポ
ー
ツ
杯
小
学
生
イ
ン
ド
ア
サ

寄付ありがとう
　　　1月25日届け出分まで（敬称略）

幽地域福祉事業へ＝滝沢明夫（学校

町2・香典返し15万円）岩田郁夫（小

泉1・香典返し10万円）小林由紀恵・

正典・朋子（細尾・12，799円）十日

町高等学校昭和25年卒業生一同（1

万円）松海寿司お客様一同（土市3・

17，024円）新潟県信用組合十日町支

店（本町2・63，788円）㈹十日町地

域シルバー人材センター（本町6－

1・2，085円）

幽交通遺児援助基金へ＝十日町警察

署（河内町・5，115円）

幽歳末助け合いへ＝ボーイスカウト

十日町一団（62，164円）長助お客様

一同（田中町本通り・12，685円）十日

町市老人クラブ連合会（767，843円）

囹博物館へ＝庭野重吉（上川町）

　　　　　　　　　　　／…鰻聾獲穰轡墾職員募集

雛募集職種（人数）　①介護員（24人）②事務員（1人）

　　　　　③調理員パート（10人）

笏受験資格①昭和33年4月2日～昭和56年4月1日に生まれた高校卒業程度

　　　　　の、夜間勤務ができる人。②昭和33年4月2日～昭和56年4月1

　　　　　日に生まれた高校卒業以上の、パソコン等を扱える人。③学歴不

　　　　　問、昭和24年4月1日以降に生まれた健康な人。

笏給与・任用期間等　J　A新潟厚生連人材センター給与規定を適用。（標準支給

　　　　　額等はハローワークに提示中）勤務成績により満60歳まで更新可

　　　　　能。①②の採用者には学歴調整および経験加算の規定適用。

％採用試験　3月中旬に書類選考、3月下旬に面接を実施します。（採用決定通

　　　　　知を4月中旬に行い、5月1日からの勤務を予定）

笏受験申込　3月1日（月）～3月15日（月）までに申込書（中条病院医事課窓口に配

　　　　　置）と返信用封筒（住所氏名を記入し80円切手を貼ったもの）を

　　　　　中条病院総務課へ提出。

霧問合せ　中条病院総務課（盈57－3018）へ。
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ッ
カ
ー
大
会
　
笏
日
時
H
高
学
年
の
部
一

2
月
2
8
日
㈲
午
前
8
時
3
0
分
～
、
低
学
年

の
部
H
3
月
7
日
㈲
午
前
8
時
3
0
分
～
笏

場
所
”
総
合
体
育
館
屋
内
運
動
場
（
人
工

芝
）
笏
参
加
費
”
1
人
H
2
百
円
（
保
険

料
含
・
当
日
徴
収
）
笏
申
込
み
目
2
月
1
4

日
㈲
ま
で
に
総
合
体
育
館
ま
た
は
事
務
局

庭
野
和
浩
（
盈
57
1
8
3
5
7
）
へ
。

◆
庭
野
ス
ポ
ー
ツ
杯
イ
ン
ド
ア
カ
ッ
プ
サ

ッ
カ
ー
大
会
　
笏
日
時
”
一
般
の
部
”
3

月
1
4
日
㈲
午
前
8
時
3
0
分
～
、
中
学
生
の

アコム杯埋蔵品探し参加者募集中

　ドリームキャストも埋まっているよ

笏目時＝2月21日（日）午前9時30分～

笏集合場所＝コミュニティひろば笏

参加資格＝保護者1人と子供（小6

以下）2人以内のチーム×先着50組

笏申込み＝2月19日㈹までに雪まつ

り事務局（盈57－3345）へ。

部
目
3
月
7
日
㈲
正
午
～
（
予
定
）
笏
場
所

H
総
合
体
育
館
屋
内
運
動
場
（
人
工
芝
）

勿
参
加
費
H
中
学
生
1
人
一
2
百
円
、
一

般
ー
チ
ー
ム
H
2
千
円
（
保
険
料
含
・
当

日
徴
収
）
笏
申
込
み
H
2
月
2
1
日
㈲
ま
で

に
総
合
体
育
館
ま
た
は
事
務
局
庭
野
和
浩

（
奮
57
1
8
3
5
7
）
へ
。

◆
K
A
R
H
U
・
C
U
P
十
日
町
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
　
笏
日
時
・
種

目
”
3
月
1
2
日
㈹
午
後
3
時
～
5
時
H
受

付
、
3
月
1
3
日
出
午
前
9
時
30
分
～
”
ク

ラ
シ
カ
ル
競
技
、
3
月
1
4
日
㈲
午
前
8
時

～
”
パ
シ
ュ
ー
ト
競
技
（
フ
リ
ー
競
技
）

笏
場
所
”
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
コ
ー
ス
笏
参
加
費
H
一
般
一
2
千
円
、

大
学
・
高
校
生
”
千
5
百
円
、
中
学
生
以

下
u
千
円
笏
申
込
み
H
2
月
1
9
日
㈹
ま
で

に
総
合
体
育
館
へ
。

◆
グ
レ
ス
テ
ン
カ
ッ
プ
第
1
2
回
桂
ス
キ
ー

場
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
　
笏
日
時
H
2
月
2
8

日
㈲
午
前
8
時
3
0
分
～
受
付
笏
場
所
“
桂

ス
キ
ー
場
（
中
条
）
傷
参
加
資
格
H
健
康

上
競
技
に
支
障
の
な
い
人
吻
参
加
費
”
中

学
生
以
下
口
5
百
円
、
高
校
生
以
上
”
千

円
笏
問
合
・
申
込
み
H
ホ
ン
マ
科
学
㈱
ス

ラ
ロ
ー
ム
大
会
係
（
明
石
町
智
57
－
2
4

9
3
）
備
付
の
申
込
用
紙
を
2
月
2
2
日
㈲

ま
で
に
提
出
（
当
日
申
込
も
あ
り
ま
す
）
。

◆
第
1
4
回
十
日
町
当
問
カ
ッ
プ
G
S
大
会

笏
日
時
”
3
月
2
2
日
㈲
（
振
替
休
日
）
午

前
7
時
30
分
～
纏
場
所
“
上
越
国
際
当
間

ス
キ
i
場
笏
参
加
費
H
小
中
学
生
H
千

円
、
一
般
一
千
5
百
円
笏
申
込
み
H
3
月

1
日
㈲
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
当
間
ス
キ

ー
場
大
会
事
務
局
（
智
5
8
」
3
2
9
1
）

へ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
q

◆
当
問
ナ
イ
タ
ー
カ
ッ
プ
G
S
大
会

穆
日
時
1
1
2
月
1
8
日
㈲
・
3
月
4
日
㈱
午

後
6
時
～
受
付
傷
場
所
H
上
越
国
際
当
間

ス
キ
ー
場
笏
参
加
費
”
5
百
円
・
リ
フ
ト

代
千
円
笏
参
加
資
格
“
保
護
者
の
許
可
を

得
た
小
中
学
生
の
申
込
み
H
そ
れ
ぞ
れ
1

週
間
前
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
当
間
ス
キ

ー
場
大
会
事
務
局
へ
。

一
一
醸
瀾
飴
募
誌
彰
方
餅
鰭
い
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

籔
1
期
初
回
（
3
～
8
週
間
で
3
回
接
種
）
　
①
3
月
1
日
現
在
、
1
歳
か
ら
、
接
種
日

　
現
在
、
7
歳
半
未
満
の
子
。
②
未
接
種
か
、
3
回
接
種
を
し
て
い
な
い
子
。
た
だ
し
、

　
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
子
は
二
種
混
合
（
二
回
接
種
）
に
な
り
ま
す
。
受
付
に
必
ず
申

　
し
出
て
く
だ
さ
い
。
③
平
成
9
年
9
月
2
日
～
平
成
1
0
年
3
月
1
日
に
生
ま
れ
た
子
に

　
は
個
別
通
知
し
ま
す
。

霧
1
期
追
加
に
該
当
す
る
子
　
接
種
日
現
在
7
歳

　
半
未
満
で
、
1
期
初
回
完
了
後
1
年
を
経
過
し

た
子
。

霧
注
意
す
る
こ
と
①
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の

　
健
康
」
を
必
ず
読
ん
で
来
て
く
だ
さ
い
。
②
医

師
の
予
診
（
視
診
・
聴
診
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
脱
ぎ
や
す
い
服
で
来
て
く
だ
さ
い
。

籔
持
参
す
る
も
の
（
忘
れ
る
と
接
種
が
受
け
ら
れ

　
ま
せ
ん
）
①
母
子
健
康
手
帳
②
体
温
計
　
③

　
当
市
に
登
録
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
住
民
登

　
録
を
し
て
あ
る
市
町
村
で
発
行
し
た
「
予
防
接

　
種
実
施
依
頼
書
」
を
も
ら
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

膨
受
付
時
間
　
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
1
5
分
（
時

間
厳
守
）

霧
会
　
場
　
十
日
町
市
保
健
セ
ン
タ
ー

霧
問
合
せ
　
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

〈日程表〉

認象地屡
墨　獺　初　國

蝶観追麺
墨圓圏 建國目 3團圏

耀治i載籐水沢 3／3㈱ 3／23（幻 4／13（幻 4／23㈹

議　圏　購 3／4㈲ 3／25内 4／15㈲ 5／6㈲

鱒榮・講条・畜國 3／5㈹ 3／26㈹ 4／16㈹ 5／7㈹

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　　おまちしてます

〃φ，おじゃまします

2月は25日（木）です

　
着
室

後
先
長
月
課
ん

　
（
市
2
事
さ

　
　
　
場

申し込み　2月19日働までに企画人

　　　　事課広報広聴係へ。

※市長が皆さんの所へ出かけて話し

合う「おじゃまします暖和室」は

　随時受け付けています。

ゆずります
ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

品　　　　名 規　格 希望価格

アルペンスキー（男性用） 大人用2、靴なし

子供用1、　〃 1組3千円

ホームサウナ
　小泉産業NKS－1200F

巾715×鄭15X高さ1630㎝

定格電力／単相100V・1300W

新品同様
相談で

介護用ベッ ド 大人用 ／ノ

タ イ　ヤ　（夏用）
ヨコパマタイヤ

195－60R14
1シーズン使用

1万円

90 cc　バ　イ ク
ホンダ4000km走行

ナンバーなし
テールランプ破損あり

相談で

スノーダンプ
　（大）

新品同様
／ノ

ピ ア ノ 　カワイ
スタンド型

／ノ

ベビーベツ ド さく付き 相談で

グランドピアノ メーカー問わず 〃

アルペンスキー一式 男子小学校高学 ／ノ

年用、靴24cm

ノルディックスキー一式 男子小学校高学
年用、靴24cm

〃

アルペンスキー一式 女性用靴23cm 無料で

アルペンスキー一式
子供用

3千円スキー100～110cm
靴17．5～18．5㎝

パイプベツ ド 大人用 相談で

石油ストーブ メーカー問わず
／／

ポータブルミシン 2台 3～5千円

ジグザグミシン 電動式か足踏み式 相談で

ルームランナー 電動式 3千円

歩　　　行 器・ ベビー用 相談で

運　　　搬 機 軽トラックに乗せられるもの
ノ／

2　段ベ　ツ ド 子供用 1万円

冷　　　凍 庫 メーカー・大きさ問わず 相談で

簡易稲はざ木
折りたたみ式

　4段
〃
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鑑
騰
麟
蹴
睡
十
日
町
市
史
を
読
む

　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
難
華
蓑

⑳

一
年
問
の
擬
難
業
灘

　
　
　
　
　
綴

雛
繊
鍵
灘

　
　
　
　
　
κ
黎

　
一
年
間
の
農
作
業
を
、
稲
作
を
中

心
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
暦
は
現
在

の
暦
に
換
算
し
て
あ
り
ま
す
。

　
3
月
下
旬
、
ま
だ
雪
の
残
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゅ
う
ひ

る
う
ち
に
、
堆
肥
や
厩
肥
を
そ
り
で

引
い
た
り
、
背
負
っ
て
水
田
一
枚
ご

と
に
運
び
ま
す
。

　
5
月
上
旬
に
あ
ぜ
ぬ
り
・
代
か
き

な
ど
の
苗
代
の
準
備
を
始
め
、
種
子

を
ま
く
の
は
中
旬
で
す
。
こ
の
問
に

用
水
路
の
手
入
れ
を
行
い
、
本
田
の

あ
ぜ
ぬ
り
・
田
う
ち
・
馬
を
使
っ
た

代
か
き
を
し
ま
す
。

　
　
　
馨
　
　
、
　
　
　
　
灘

　
　
　
欝
　
　
　
　
、
　
　
　
　
聲

慶
灘

鵬　　 繍

艦
　
　
灘
、

慰

妄

薫訟
　
驚

翼

薯叢蕪

難灘鍵

　
繍
嶽
響
榊
灘
購
．
繋
　
織

　
　
　
，
韮
灘
薫
　
き

　
　
　
曝
馨
欝
、
・
難

　
　
　
　
難
　
　
　
聡
昏
　
　
　
　
繊

　
　
　
　
　
雛

　
　
　
触
☆
灘
熱
　
難
ゆ

　
　
　
　
　
巌

鷲霧

千歯こきを使った稲こき

　
田
植
え
が
6
月
2
0
日
前
後
に
な
る

の
は
、
山
野
の
草
を
刈
り
取
っ
て
、

肥
料
と
し
て
田
に
入
れ
る
「
刈
敷
き
」

が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
刈
敷
き

は
、
1
0
ア
ー
ル
当
た
り
ー
ト
ン
も
入

れ
ま
し
た
。

　
7
月
か
ら
8
月
中
旬
ま
で
は
、
田

の
草
取
り
、
害
虫
の
駆
除
と
し
て
ど

ろ
虫
は
き
、
あ
ぜ
草
刈
り
な
ど
の
作

業
が
あ
り
ま
す
。

　
9
月
は
鳥
追
い
。
1
0
月
上
旬
か
ら

わ
せ
稲
の
稲
刈
り
が
始
ま
り
ま
す
。

収
穫
の
多
い
、
お
く
て
の
品
種
が
作

付
け
さ
れ
が
ち
で
、
稲
刈
が
1
1
月
に

な
り
、
初
雪
に
あ
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
は
ぜ
に
か
け
た
稲
の
取
り
入

れ
が
終
わ
る
「
い
な
ば
よ
せ
」
は
、

11

月
中
旬
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
こ

　
稲
扱
き
は
、
ま
ず
雪
が
降
る
前
に

屋
外
の
仕
事
を
片
付
け
、
1
2
月
か
ら

に
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
半
ば
す

ぎ
か
ら
、
図
の
よ
う
な
「
千
歯
こ
き
」

が
普
及
し
ま
し
た
。

　
も
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
す

　
籾
す
り
に
は
「
土
臼
」
を
使
い
、

一
年
間
の
農
作
業
が
終
わ
る
の
は
、

1
月
半
ば
す
ぎ
で
し
た
。

　
正
月
が
現
在
の
2
月
に
な
る
旧
暦

（
太
陰
太
陽
暦
）
の
ほ
う
が
、
当
時

の
生
活
に
あ
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
通
史
編
3
　
近
世
一
）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　タヌキの脚蓑　　　　キツネの脚漿　　　天気の良い日に雪原を「し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　みわたり」するとウサギをは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3じめタヌキやキツネ、イタチ、テン、リスなどの獣の脚痕を意外に多く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3見ることができて驚きます。脚痕は獣によって鷲雛があり、その脚痕を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：追跡していくと、その行動範囲や冬の食べ物、排泄物などで生活の様子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3が観察できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　タヌキの脚痕（写真左）は子ギツネやネコと似たところがありますが、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3第3指（人問でいう中指）が最も長く、連続的に並ぶ脚痕が千鳥足のよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3うに左右に乱れる特徴があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　キツネ（写真右）は、イヌに比べると胸幅が狭いため、左右の足を一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3直線上に置き、さらに前脚の痕に後脚を重ねるため、脚痕は直線上にな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：る特徴があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十日町市民の動き（1月末日現在）

　■人　口　　44，594人（前月比一31）

　　　男21，903人（〃一6）
　　　女　22，691人（ノノー25）
　■世帯数　　12，976　（前目比一9）

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
今
回
、
市
報
と
一
緒
に
「
第
50
回
雪
ま
つ

り
」
の
当
日
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
届
け
し
ま

し
た
。
さ
て
、
8
・
9
ぺ
ー
ジ
の
ス
ポ
ッ
ト

N
E
W
S
で
「
北
欧
の
都
市
で
雪
像
づ
く
り
」

を
紹
介
し
ま
し
た
が
少
し
補
足
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
。
ア
ン
シ
ャ
ズ
ヴ
ィ
ー
ク
市
は
、
首

都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
か
ら
北
へ
約
7
百
㎞

の
海
岸
沿
い
に
あ
る
都
市
で
、
5
年
前
か
ら

「
雪
ま
つ
り
」
を
開
き
、
今
年
（
2
月
1
4
日

～
2
0
日
開
催
）
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

雪
像
を
作
っ
て
く
れ
る
日
本
人
を
探
し
て
い

た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
企
画
に
対
し
同
市

在
住
1
3
年
に
な
る
桜
井
さ
ん
が
依
頼
を
受

け
、
自
身
が
中
学
生
そ
し
て
成
人
し
て
か
ら

と
2
度
見
た
十
日
町
雪
ま
つ
り
を
思
い
だ

し
、
今
回
の
実
現
と
な
り
ま
し
た
。
十
日
町

雪
ま
つ
り
は
、
桜
井
さ
ん
に
は
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
ー
ぺ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
桜
井
さ
ん
に
は
御
礼
、

出
か
け
る
蕪
木
さ
ん
、
関
口
さ
ん
に
は
エ
ー

ル
で
す
。
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
原
動
力
は
市

民
総
参
加
で
す
。
こ
の
心
意
気
が
5
0
年
と
い

う
歴
史
を
作
り
、
ま
た
訪
れ
た
人
々
に
様
々

な
感
動
を
与
え
て
き
た
ん
で
す
ね
。
　
　
㊥
）
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